
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

自ら学び自
ら考える力
の育成

・自分で考え決定して行
動する子供を育成する。

・全職員で子供の姿について共通理解を図る
とともに、子供が自ら考え遊び込む為に必要
な環境の構成の工夫を行い、保育を実践す
る。
・子供が自分で考え決定して行動する姿に繋
がる環境の構成について園内研究会を年2回
行い、職員全体で学び合い教職員の保育実践
力を向上させる。
・短期指導計画の子供の姿のエピソード記録
を基に協議を行い、共同研究園のテーマや研
究方法に基づいた環境の構成のあり方や個々
の課題や関わり方について学び合う。

・隔週１回の短期指導計画の話し合いで、自
分で考え決定して行動するため環境の構成
や子供の姿、課題について共通理解を図
る。
・子供が遊び込むために必要な環境を整え
ると共に、実際の子供の姿から環境を再構
成する。
・園内研究会を年３回実施したり(市内公開
保育を含む)、共同研究園の園内研究会に参
加したり、自分で考え決定して行動する子供
の姿につながる環境の構成を検証する。
・保護者アンケートの「子供は、幼稚園で自ら
考え遊び込んでいる」について「あてはま
る・ややあてはまる」の回答が８０％以上に
なる。

A

・隔週１回の短期指導計画の話し合いの際、子
供の様子や育ちについて共通理解を図った。
また、意見交換から環境の再構成にも取り組
んだ。引き続き、子供の姿の共有をしていくと
ともに、子供が自ら考え決定して行動するた
めの環境を作っていく必要がある。
・共同研究園での研究方法に基づき子供が自
分で考え決定して行動する姿になるための環
境の構成について、検証することができた。
・保護者アンケートで「あてはまる・ややあては
まる」の回答が９０％以上だった。

・子供の姿を共通理解し、より自
分で考え決定して行動する子供
が育つために必要な環境の構成
について日頃から意見交換し、
よりよい環境づくりに努めてい
く。

共同研究による環境構成のあり方検証
の成果が出ている。
保護者の評価も大変よく、今後も取り組
みを続けていただきたい。

直接体験を
通して子ど
もが心を動
かす保育の
推進

・市統一の教育課程をも
とに、一人一人が自分で
考え、学びを深める事が
できる保育を行う。
・園内の自然を取り入れ
た保育を工夫する。

・年に１回教育課程を振り返り、保育点検をす
る。
・年９回ビオトープ研修会を実施し、生き物や
自然に触れる直接体験の機会を作る。また、研
修内容を異年齢児に伝えたり遊びの環境を
作ったりする。
・生き物や自然を身近に感じることができるよ
うに、季節に応じて各クラスの保育室に掲示し
たり、子供が自由に使えるように園庭に準備し
たりして環境を構成していく。

・年に１回教育課程を基に保育点検を行う。
・５歳児のビオトープ研修会を年９回実施す
る。好きな遊びの中や異年齢児とのかかわ
りの中で、ビオトープについて異年齢児に伝
えたり知らせたりしていく。
・保護者アンケートの「子供は、保育室の自
然環境、ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ研修・こども文化科学館
（ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ）星空出前授業、園外保育（海遊
館・どんぐりひろい・昆虫館）等を通して自然
が好きになった。または興味を示している」
について、「あてはまる、ややあてはまる」の
回答が80％以上になる。

B

・年１回、教育課程の見直しを行うことができ
た。
・年９回、５歳児はビオトープ研修で生き物や
自然に触れる経験をすることができ、興味を
もって自然にかかわることができた。研修を
受けた後、学んだことを異年齢児に知らせて
いる姿もあった。
・保護者アンケートで「あてはまる・ややあては
まる」の回答が100％だった。

・次年度は、教育課程を学期ごと
に振り返り、日々の保育実践に
努めていく。また、５歳児は、架
け橋期のカリキュラムを活用し
ていく。
・職員で共通理解を図りながら、
生き物や自然を身近に感じられ
るような環境を工夫していく。
・異年齢児に知らせてはいたが、
一部にとどまっていたので、ビ
オトープについて広く知らせた
り異年齢児が知ることができる
ような環境を準備していく。

身近な自然や生き物に触れる経験は大
切。引き続き、取り組んでいただきた
い。
学んだことを表現したり周囲の人に伝え
る活動もよいと思う。

子どもの健
やかな体づ
くり

・日々の遊びの中で楽し
く運動遊びに取り組む。
・園と家庭が連携を図り
ながら､基本的生活習慣
の確立を目指す。

・楽しんで体を動かすことができるよう、日々
の遊びの中で運動遊びや律動等に取り組む。
・ほけんだよりやほけんの話、けんこうカレン
ダー等を通して、基本的生活習慣について啓
発し、園と家庭が連携しながら基本的生活習
慣の確立につなげる。

・保護者アンケートの「子供は、幼稚園の園
庭で体を動かして遊ぶことを楽しんでいる」
について「あてはまる、ややあてはまる」の
回答が８０％以上になる。
・保護者アンケートの「子供は、自分の身体
や健康について意識しながら行動すること
ができている」について「あてはまる・やや
あてはまる」の回答が８０％以上になる。

A

・保護者アンケートの「子供は、幼稚園の園庭で体を
動かして遊ぶことを楽しんでいる」について「あては
まる、ややあてはまる」の回答が１００％だった。
・保護者アンケートの「子供は、自分の身体や健康に
ついて意識しながら行動することができている」に
ついて「あてはまる・ややあてはまる」の回答が８５％
以上だった。
・ほけんだよりを毎月配信した。
・幼児期に身につけるべき生活習慣を「けんこうカレ
ンダー」の目標にし、 それに応じたほけんの話をする
ことで、子供が自ら取り組もうとする姿が見られた。

・子供達が運動遊びを通して体
力向上できるように次年度も継
続して運動遊びに取り組めるよ
うな機会を作っていく。
・子供の実態に即した健康教育
を今後も続け、園と家庭が連携
しながら基本的生活習慣の確立
をめざしていく。

園庭で十分に遊べているようで大変良
い。
自分の身体や健康について意識するこ
とは難しい。家庭への啓発・連携を今後
も進めていっていただきたい。

特別支援教
育の推進・
充実

・個別指導計画を作成し、
実践、評価を進めていく。
・組織的、計画的 なインク
ル ーシブ教育・保育の充
実 に努める。

・個別の支援を必要とする幼児の情報交換を
細やかに行い、職員間で共通理解を図り連携
して支援を行う。
・担当者がインクルーシブ教育・保育に関する
研修会に積極的に参加し、職員と共有する。
・あすぱるや療育施設、就学先小学校等との連
携を図る。

・年２回、個別指導計画の作成を行い子供の
育ちを保護者と共有する。
・職員間で子供の姿や課題について共通理
解を図るにじいろ保育会議を、実施する。
・研修会参加後、自園の保育に活かせるよ
う、研修報告をする。
・入園前の引継ぎや保育所等訪問事業、小
学校支援級の見学と引継ぎ、北中ブロック
コーディネーター担当者会等で児童・幼児の
情報交換をする。

A

・担当者で会議をもち、個々の育ちや課題、必
要な支援について共通理解を図りながらイン
クルーシブ教育を行うことができた。
・年２回にじいろ保育対象児の保護者に個別
指導計画を開示し、個人懇談会を実施した。ま
た、個の状況に応じてその都度保護者と話し
合う場を設定し共通理解を図りながら保育に
取り組むことができた。

・にじいろ保育対象児が多数在
籍し、また課題も多様化してい
るので、引き続き、職員間での共
通理解、連携を密にし、インク
ルーシブ教育に取り組んでいく。
・保護者との連携も丁寧に行い、
必要に応じて関係機関との連携
も密に図っていく。

多様化する子供一人一人に対応するた
めにも巡回相談や関係機関との連携を
密にし、幼稚園・家庭・関係機関でこども
の実態と支援のあり方を共有していっ
てほしい。

人権教育の
推進・充実

・自尊感情や他を思いや
る気持ちを育む保育を実
践する。

・保護者と連携して、自尊
感情の育成に取り組む。

・日々の保育の中で、自尊感情が高まるよう
に、一人一人を十分に認め、自分も他者も大切
にできるように子供達の気持ちや考え、行動
等を尊重した保育を実践する。
・飼育物や畑の作物の栽培を通して生命の大
切さに気付き、愛情深く関わる経験ができる
よう保育を進める。
・人権意識が高まるように保護者と職員が研
修を通して学ぶ機会をもつ。

・保護者アンケートの「子供は自分や友達、
周りの人に思いやりの気持ちをもち、大切
にしている」について「あてはまる・ややあて
はまる」の回答が８０％以上になる。
・自尊感情の育成について、保育の中で工夫
していることの情報交換を積極的に行う。
・人権に対する園内研修、保護者研修を年2
回以上行う。

A

・保護者アンケートで「あてはまる・ややあてはまる」の回答が
９５％以上だった。
・保育の中で自分を大切にすることや友達を大切にできるよ
う、遊びや生活を通して自分の思いを伝えたり、友達の思い
を知ったりして、互いに思いやりの気持ちをもって接すること
ができるように取り組んできた。
・各学年で野菜の栽培を行ったり、昆虫が成虫になるまでを
育てたり、ウサギが飼育しやすい環境を作ったりしたことで命
の育みを経験できる機会をもうけた。
・部落差別問題についての研修会に参加し、様々な考えや意
見を出し合い、教師の人権意識を深めることができた。また、
保護者とともに子どもの権利についての動画研修を行い、人
権意識を高めることができた。

・引き続き、自分の思いを伝える
ことや友達や周りの人への思い
やりの気持ちを育む保育に努め
る。
・子供一人一人に寄り添うこと
ができるように、保護者や職員
の連携をより密にしていく。

自ら挑戦しようとしたり、粘り強く取り
組んだりできる環境と、それらを認める
声掛けができる教員や保護者が大切だ
と考える。
今後も温かな環境を作っていってほし
い。

教

師

の

教

育

力

の

向

上

教職員研修
の充実・人
材の育成

・質の高い教育活動が行
えるように個々の教師の
力を育成する。

・幼児理解を基盤とした保育や環境の構成に
ついて話し合い、保育を進めていく。
・他園の研究会に参加し、主体的に遊び込む力
（自分で考え決定して行動する子供）を育む保
育について学ぶ。
・教師それぞれが自己目標を設定し、個々の課
題に向かって研修会に参加するなどして、専
門知識を深めながら資質向上に努める。

・研究テーマに沿った日々の保育や環境の
構成について協議を深め共通理解のもと
チームで保育を進める。
・共同研究園との研修会を実施し「自分で考
え決定して行動するための環境の構成」に
ついての検証を行う。
・個々の職員の課題や目標に応じて幼児教
育センター主催の研修会や幼児教育の専門
性を高めることができる研修に参加し、得
た学びを共有する機会をもつ。

B

・共同研究園の職員と共に「自分で考え決定し
て行動するための環境の構成」の検証を行う
ことができた。
・担任同士が保育を見合う園独自の研修会を
行うことで、語り合い、互いに学び合う機会と
なった。
・市内外の研究会や研修に参加し、職員に資料
を回覧したり語ったりして、学びを共有でき
た。

・今後も互いに保育を見合う機
会を設定し、日常的に保育をさ
らけ出し、語り合える雰囲気づく
りに努める。
・学び続ける意欲をもって、積極
的に市内外の研究会や研修会に
参加しやすい環境を整える。

引き続き、研究・研修に努めていってい
ただきたい。
園独自の研修をすることで園で系統立
てた取り組みができると考える。

安全管理

・様々な感染症対策に努
め､安心安全な幼稚園生
活が過ごせるよう努め
る。
・危機管理体制の整備を
進める。
・安全指導を進めていく。

・感染症等の状況把握を行い、関係機関と連
携を取りながら、感染対策を行う。
・園舎内や園庭、遊具等に危険箇所がないか
点検し、危険箇所の修繕や撤去等を適宜行う。
・避難訓練や不審者対応、交通マナー等の指導
を定期的に実施する。

・保護者アンケートの「子供は、安全（火災・
地震・不審者対応、交通安全、生命（いのち）
の安全教育）について、園の配信手紙・訓
練・ほけんの話等を通して学んでいる」につ
いて「あてはまる・ややあてはまる」の回答
が８０％以上になる。
・日々感染対策を行うとともに、感染症等の
状況把握及び必要に応じた情報提供を行
う。
・月１回安全点検を行う。
・避難訓練を年３回、防災訓練を年１回行う。

A

・保護者アンケートで「あてはまる・ややあては
まる」の回答が９０％以上だった。
・園だけでなく地域の感染症などの状況把握
に努め、教師間で情報共有したり、必要に応じ
て保護者に情報提供を行ったりすることがで
きた。
・月１回の安全点検や日々の中でその都度安
全に過ごせるように職員間で情報共有を行う
ことができた。
・避難訓練、防災訓練を行うことで見えた課題
を考える機会をもつことができた。

・引き続き、地域の感染症などの
状況把握に努め、適切な感染症
対策を行う。
・安全に生活できるよう今後も
安全点検及び修繕や撤去等を行
う。
・今後も避難訓練、防災訓練での
課題や成果をもとに、関係機関
と連携しながら、全職員が責任
をもって行動できるようにする。

年長児に対しては、特に交通ルールにつ
いての指導を行っていただけると小学
校の登下校がスムーズになると思う。

学校園情報
の積極的な
発信

・保護者への情報発信を
工夫し、園教育への理解
を図る。

・ホームページやicuco等を通して、タイムリー
に情報を発信する。
・icucoのクラス通信を２週に１回程度発行し
たり、クラスだよりを参観日の前日に発行した
りする。
・icucoによる動画配信を月２回以上アップす
ることで、園教育の可視化を図る。

・月１回保育参観等、保育の公開を行う。
・えんだより、クラスだより等を月１回発行、
ホームページやicucoのクラス通信、動画
配信を月３回以上更新する。
・保護者アンケートの「保護者は、幼稚園の
情報や活動の様子を園だよりやクラスだよ
り、動画配信等を通じて知ることができる」
について「あてはまる・ややあてはまる」の
回答が８０％以上になる。

A

・ホームページ及びicucoによる動画配信を
月３回以上アップすることができた。また、ク
ラス通信では、子供の様子を写真を中心に掲
載し、保護者が「見たい」と思えるようなレイア
ウトを工夫することができた。
・動画配信では、タイムリーに子供の様子を伝
えることができた。
・保護者アンケートで「あてはまる・ややあては
まる」の回答が９５％以上だった。

・今後もクラス通信やicucoな
どを通じて、タイムリーに子供の
様子を伝え、保護者との信頼関
係の構築に努め、理解、協力が
得られるように取り組んでいく。

園の様子がよくわかる園便りや動画で
いいと思う。

子育て
支援

・預かり保育の充実を図
り、子育て支援に努める。

・預かり保育の利用者増加に伴い、より安全管
理に努め、子供が安心安全に過ごせるよう環
境や活動内容を工夫する。
・子供の様子や健康状態等職員間の連携を図
ると共に、保護者との連携も密にし、子育て支
援の充実に努める。
・子育て支援センター主催の「みんなのひろば」
を実施し、支援員と連携を図り未就園児と保
護者の様子等について職員間で情報を共有す
る。

・園生活での子供の様子や、保護者から得た
情報などを担任と預かり担当で共有する場
をもつ。
・子育て支援センター主催の「みんなのひろ
ば」を年9回実施する。

A

・預かり保育の迎え時に子育てについて相談
されることがあり、担任と連携を図って対応
することができた。
・子育て支援センター主催の「みんなのひろ
ば」は年９回実施することができた。未就園児
との自然な交流を図ることができ、保護者が
安心して子供と過ごせる場となっていた。ま
た、保護者が入園前に幼稚園の様子を知った
り、園の教育について、話を聞いたりできる機
会となっている。

・預かり保育利用の子供の安全
確保、保護者対応を共通理解し
引き続き全職員での協力体制を
図っていく。
・日頃から保護者と子供の姿を
共有することで、小さな変化に
気付けるようにする。
・就園前に園の様子や教育につ
いて知りたい未就園児保護者に
対応できるよう、引き続き「みん
なのひろば」の職員との連携を
図りながら、子供の様子を把握
しておく。

欠席日数によって家庭訪問をする等、丁
寧に対応されている。

組

織

運

営

業

務

改

善

業務改善

・園務分掌を責任をもっ
て遂行し、業務改善への
意識をもつ。

・月ごとの園務日程で、常に見通しをもち職員
会議や職員作業等を行う。
・担当者が予め意見を集約したり、パソコンの
画面共有で会議を進めたりすることで、会議
時間の短縮や精選、業務の削減を行う。
・個別に見通しを立て優先順位を考えて、計画
的に業務を行い超過勤務削減についての意識
を高める。

・環境整備や安全点検を日頃から全職員で
行い、効率よく業務を遂行できるようにす
る。
・事前に会議内容と時間を共通理解するこ
とで会議時間の短縮を行う。
・週１回のノー会議日と定時退勤日および月
１回のマイ定時退勤日を守る。

B

・普段から子供の姿や気づきを伝え合う風土
が根付いているので、あえて職員会議の時間
を設けなくても日々の様子の共通理解ができ
ている。
・全職員で協議が必要な内容については事前
に提案を行い、限られた時間内で終える事が
できるように職員一人一人が意識するように
なっている。
・休みたい時に休める体制、超過勤務の削減
については努力を重ねている。行事前等、時
期によってばらつきがある。

・今年度実践して成果があった
ものは、次年度も引き続き実行
する。
・業務改善の観点から、他の職員
で割り振れることがないか精選
する。

会議時間を意識した取り組みをされて
いる。
引き続き、行事や業務の精選等工夫して
働きがいのある職場づくりを進めて
いっていただきたい。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点

業務改善を進めて、先生方が笑顔でいきいきと仕事のしがいがある園づくりをめざしていく。

項目

確

か

な

学

力

の

向

上

学校関係者評価総括

子供たちもいきいき園生活を送れている。引き続き、丁寧に取り組んでいっていただきたい。

開

か

れ

た

・

信

頼

さ

れ

る

園

づ

く

り

令和7年度　学校評価総括表　　                                                                                                                                                              伊丹市立伊丹幼稚園                                                                                                   

重点目標

教育目標 心豊かにたくましく生きる子供の育成

豊

か

な

心

･

健

や

か

な

体

の

育

成

１　一人一人に応じた環境を構成し、個性を生かす保育を実践する。　　　２　友達と共に伸びようとする仲間づくりを進める。
３　健やかな心と体づくりを進める。                                            ４　家庭・地域社会との連携を図り、地域に開かれた幼稚園づくりを推進する。


